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壻
大
し
た
こ
と
と
思
は
れ
る
。

正
成
が
元
弘
の
大
計
叢
に
参
輿
し
、

且

れ
は
勿
論
、
後
醍
醐
天
皇
の
御
畢
兵
以
前
で
あ
っ
た
が
、

紀
伊
は
大
楠
公
が
曾
て
北
條
氏
の
命
に
よ
り
湯
漫
氏
を
討
伐
す
る
た
め
、
馬
蹄
に
蹂
躙
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

蹄
ず
る
や
、

こ
の
紀
伊
討
伐
に
よ
り
、
大
楠
公
は
、
其
の
経
済
的
勢
力
を

一
度
失
敗
に

正
成
は
鋭
意
再
欅
に
向
つ
て
邁
進
し
、
自
已
の
財
力
撰
張
に
寧

H
な
か
っ
た
こ
と
は
察
ぜ
ら
る
ヽ
と
こ
ろ

で
あ
る
。
故
に
か
の
正
慶
元
年
六
月
の
臨
川
寺
文
古
が
示
す
如
く
、

正
成
は
和
泉
若
松
庄
を
佼
し
た
の
で
あ
っ
た
。

慶
元
年
六
月
と
い
へ
ば
、
元
弘
二
年
六
月
の
事
で
あ
っ
て
、
前
年
の
十
月
に
赤
坂
城
陥
り
、
二
年
四
月
に
は
赤
坂
城
の

か
ヽ
る
悦
し
い
間
に
あ
っ
て
、

修
復
成
り
、
六
月
＝
一
日
に
は

H
野
資
朝
が
佐
渡
に
流
ざ
れ
て
ゐ
る
。
十
一
月
に
は
護
良
親
王
の
吉
野
御
畢
兵
と
た
る
。

正
成
は
そ
の
鋭
鋒
を
紀
伊
方
面
に
も
向
け
、
専
ら
再
學
準
備
に
餘
念
が
た
か
っ
た
。
正

成
の
侵
攻
し
た
の
は
紀
伊
隅
田
庄
で
あ
っ
た
。
既
に
紀
伊
阿
旦
河
庄
が
正
成
の
領
地
と
た
っ
た
開
係
か
ら
、
此
扉
を
根

櫨
地
と
し
て
、

そ
の
瞑
足
を
伸
し
た
の
で
あ
っ
て
、
左
の
隅
田
家
文
内
は
そ
の
片
鱗
を
窺
ふ
に
足
る
。

ー

高

野

山

文

害

を

讀

む

ー

憶

楠
木
正
成
の
紀
州
純
略

徳

天
皇
の
隠
岐
遷
幸
に
よ
っ
て
、

音

代
四
〇

節

雄

そ正



依
大
塔
宮
並
楠
木
兵
衛
尉
正
成
事
自
繭
東
尾
膝
弾
正
左
衛
門
尉
所
上
洛
也
有
可
被
仰
之
チ
細
不
廻
時
刻
可
被
参
洛

楠
木
兵
衛
尉
正
成
事
押
寄
隅
田
庄
之
時
度
々
及
合
戦
敷
十
人
凶
徒
討
留
云
々
、
殊
紳
妙
也
伯
執
逹
如
件

正
慶
元
年
十
二
月
十
九

H

隅
田
一
族
中

前
の
文
書
は
大
塔
宮
と
楠
公
と
が
諸
慮
に
劃
策
し
て
居
ら
る
＼
に
際
し
、
北
方
六
波
羅
の
北
條
仲
時
と
、
南
方
六
波

羅
の
北
條
時
益
と
が
菩
後
策
に
つ
い
て
、
詣
氏
を
召
集
し
た
時
の
も
の
と
思
は
れ
る
。
元
弘
二
年
の
年
末
に
は
、
大
塔

宮
が
吉
野
山
方
面
に
あ
っ
て
、
頻
り
に
活
躍
せ
ら
れ
た
時
で
あ
る
。
後
の
文
書
は
、

と
を
語
る
も
の
で
あ
り
、
度
々
合
戦
と
あ
る
こ
と
か
ら
察
し
て
、
屡
く
戦
闘
を
交
へ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

進
攻
の
結
果
に
つ
い
て
は
詳
か
で
は
な
い
が
、
文
中
の
「
凶
徒
」
た
る
文
字
は
臨
川
寺
文
害
の
「
悪
黛
楠
木
兵
衛
尉
」

な
る
字
面
と
相
通
ず
る
も
の
で
、
頗
る
興
味
が
あ
る
。

楠
木
正
成
の
紀
州
経
略

須
田
一
族
中

伯
執
逹
苅
件

正
慶
元
年
十
二
月
五
日

四

正
成
が
隅
田
庄
に
攻
め
入
っ
た
こ

「
須
田
」
は
「
隅
田
」
と
同
じ
く
、
従
っ
て
「
隅
田
」
が
「
ス

越

後

圧 下

寸

判
有

左

近

将

監

判

有

越

後

守

判

有

左

近

賭

監

判

有

こ
の
正
成
の



正 正 正 文 仁 同 應 正 弘
安 應 應 應 治 永 應 安 年
元 元 元 元 元 十
年 年 年 年 年 年 年 年

十
五

十 十 十 十
月. ~ ． 

月 月 月 月 月 月 月 月
十 十 廿 十. 
五 十 八 四 八 H 
H 8 H H 8 H H B 

~ ・ ~ 

九 ....L. . 
反ノ‘

町

四

段 段 段 段 町 段 段 段 段 別

藤 同 會 藤 妙 同 紳 西
寄

原 原
阿 阿 昧 進

猜 弾 僧 買→・ 

長 倍
陀 陀 仙 寄

俊 願 ム月ヒヒ 佛 領 佛 其
者

田 執 Jヽ 池 門 池 橋
場

井

女 行 ・サ

房
所

坪 南 マ 尻 田 尻 屋

ダ
」
と
讀
ま
れ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
隅
田
の
領
地
は
、
河
内
に
隣
り
橋
本
の
東
で
、

り
知
り
得
な
い
が
、

も
の
と
思
は
れ
る
。
左
に
隅
田
庄
の
八
幡
宮
寄
進
段
別
の
一
部
を
う
か
が
ふ
こ
と
と
す
る
。

悽

一
族
の
名
と
田
地
を
、
隅
田
文
青
か
ら
拾
つ
て
み
る
と
、

隅

田

八

幡

宮

領

徳

四

そ
の
廣
表
も
と
よ

お
そ
ら
く
相
常
の
範
園
に
亙
つ
て
ゐ
た
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右
の
表
の
う
ち
に
は
、
正
成
歿
後
の
年
琥
も
あ
る
が
、
隅
用
庄
の
廣
表
の
一
部
を
推
測
せ
し
む
る
に
足
る
。
廻
に
紳

領
以
外
の
も
の
を
掲
ぐ
れ
ば
雑
架
な
計
算
で
は
あ
る
が
、

以
上
断
片
的
に
掲
示
し
た
敷
字
は
も
と
よ
り
重
複
も
あ
る
が
、
大
骰
隅
田
庄
の
牧
穫
を
察
知
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、

百
五
十
町
と
見
て
も
、
最
少
限
度
一
段
二
石
と
見
積
る
と
三
千
石
、
最
大
限
度
一
段
三
石
と
算
定
す
る
と
四
千
五
百
石

一
ケ
年
四
千
人
乃
至
五
千
人
の
軍
兵
を
養
ふ
に
足
る
の
で
あ
る
。

正
成
が
隣
接
せ
る
河
内
或
は
阿
旦
河
庄
を

己
が
足
場
と
し
て
、
隅
田
庄
に
進
攻
し
た
の
は
自
然
の
敷
で
あ
る
。
隅
田
一
族
の
数
は
應
永
一
二
十
二
年
十
一
月
一

H
の

「
一
族
定
文
」
に
堺
原
・
北
・
中
山
・
西
・
芋
生
・
尾
崎
・
竹
内
・
葛
原
・
兵
庫
・
垂
井
・
下
田
・
上
田
・
下
山
・
新
・

となり、 應 明 建＇ 弘 文 仁
永 穏 仁 安 永 安 年
八 五 元 九 元
年 年 年 年 年 年

九 ＿ェー・ ....L. 十
十

十
月ノ‘ ノ‘

月 月 月 月 月 月
...L. 廿
ノ‘

一 8 ノ‘

H 日 日 B 日 日

I 

百 十
~ 

四 十
四 十 十

十 五
十 町 五

町
反

八 町 町 町
町 段

五
十 九

百 段 段
段 四 段 半 段 半

十 五 四
百 歩 十 十
九 歩 歩 別
十
歩

隅 隅 寺 同 検 藤

田 田 領
田 原 摘

庄
注

中ヽL4ヽ
庄 支 進

段
中 配 隅 村

錢
筋 注

田 所
注 北 有 要
文 畠 文 庄 分

悽

徳

四
四



附
箋
一

楠
木
正
成
の
紀
州
純
略

四
五

承
了

（
花
押
高
氏
）

進

上

御

奉

行

所

元
弘
三
年
六
月
十

8

藤

原

忠

長

上

候

恐

恨

謹

言

下
内
・
四
郎
右
衛
門
・
橋
屋
・
池
田
・
辻
・
中
・
中
嶋
・
次
郎
三
郎
・
孫
九
郎
の
二
十
三
人
を
敷
へ
、
又
年
琥
不
明
の

文
害
に
「
隅
田
一
族
―
―
―
十
人
給
分
事
」
と
見
え
、
應
永
二
十
二
年
九
月
十
七

8
の
「
隅
田
一
族
評
定
青
」
に
は
更
に
大

野
・
小
田
•
も
り
・
か
め
命
か
•
松
岡
・
坪
坂
・
今
西
・
南
・
山
田
・
小
西
・
山
内
・
谷
・
古
向
場
等
の
名
が
見
え
二
十

九
名
を
列
記
し
て
居
る
。

で
あ
ら
う
が
、
建
武
中
興
に
は
足
利
高
氏
に
凪
し
、

笠
菌
寺
輪
塚
耐
所
間
凶
徒
等
楯
籠
之
由
有
其
聞
不
廻
時
剋
馳
向
可
抽
合
戦
忠
之
状
如
件

元
弘
元
年
九
月
二

8

隅
田
庄
人
々

紀
伊
國
隅
田
庄
口
分
之
御
家
人
三
郎
左
衛
門
尉
忠
長
申
候
依
被
誅
伐
凶
徒
候
馳
参
御
方
候
以
此
之
趣
可
有
御
披
露

花

押

が
之
を
語
っ
て
ゐ
る
。

一
族
は
笠
骰
戦
に
参
加
ず
べ
き
様
、
六
波
羅
か
ら
下
知
ぜ
ら
れ
、

（
北
條
仲
時
）

お
そ
ら
く
馳
せ
参
じ
た
の

正
平
九
年
頃
に
は
吉
野
朝
に
隷
凪
し
た
こ
と
は
左
の
三
通
の
文
苦



附

甚
だ
歿
念
で
あ
る
。
（
昭
和
古
一
年
七
月
二
十
四
H
)

ば、

以
て
足
利
の
如
き
、

不
送
の
賊
を
早
く
粉
辟
ぜ
し
め
得
た
の
で
あ
ら
う
と
恩
ふ
と

ら
、
「
須
田
」
と
訓
む
べ
き
こ
と
は
疑
を
容
れ
ぬ
。

正
平
九
年
八
月
二
十
九

H

新
道
慶
人
道
館

「
新
」
と
は
既
に
列
學
し
た
限
田
一
族
中
の
姓
に
見
え
る
。
隅
田
は
骰
名
害
の
場
合
陽

t

「
す
た
」
と
害
い
て
居
る
か

よ
り
大
な
る
経
清
力
を
擁
し
、

料
で
あ
る
。

正
成
の
進
攻
作
戦
を
し
て
、
更
に
近
郷
に
於
て
成
功
せ
し
め
た
な
ら

記
ー
初
の
二
通
の
隈
田
文
許
ぱ
既
に
藤
田
精
一
博
士
の
「
楠
氏
研
究
」
吉
田
東
伍
博
士
の
「
大

H
本
地
名
詣
書
」
に
見
え
別
に
珍
ら
し
い
も
の
で

は
な
い
。
又
太
平
記
天
王
寺
合
戦
の
條
に
隅
田
の
こ
と
が
見
え
、
そ
の
虞
に
左
近
豚
監
時
盆
・
越
後
守
仲
時
と
あ
っ
て
、
文
書
の
判
を
判
定
す
る
資

紀
伊
國
隅
田
庄
地
頭
職
如
元
知
行
不
可
有
相
違
者
天
氣
如
此
悉
之
以
吠

憶

徳

左

兵

衛

督

四
六

（
花
押
）




